観測気球による未知の高エネルギー宇宙線源の発見 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2008年 12月号
8
トピックス 5　観測気球による未知の高エネルギー宇宙線源の発見
　米国航空宇宙局 (NASA) は 2008 年 11 月 19 日、観測気球搭載機器により未知の高エネルギー宇宙






国の NASA および我が国の（独）宇宙航空研究開発機構 (JAXA) で行われている。
参　考
1)　NASA News Release 08-301 “Mysterious Source of High-Energy Cosmic Radiation Discovered”：
http://www.nasa.gov/home/hqnews/2008/nov/HQ_08-301_ATIC_paper.html




　米国航空宇宙局 (NASA) は 2008 年 11 月 19 日、
観測気球搭載機器により未知の高エネルギー宇宙線
源が発見されたと発表した。エネルギーが 300 ～
800 ギガ電子ボルト ( ギガは 10 の 9 乗 ) の宇宙線
電子が過剰に検出された。この発見に関する報告は

































ッシャー気球 ｣ の開発が、米国の NASA および我
が国の（独）宇宙航空研究開発機構 (JAXA) で行われ
ている。スーパープレッシャー気球は、わずかな内
圧をかけることにより、夜間にガスが冷えてもしぼ
まないため、浮力が安定し、数ヵ月にわたり一定高
度での飛翔が可能になる。
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